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岩手製鉄株式会社

学生記者
小川 天晴
[日本大学]

製造業

―入社のきっかけを教えてください。
阿部　大学で鋳造というプロセスを学び勉強していくう
ちに、鋳造の奥深さに気づき、「これをやってみたい」と
思い、入社しました。また、特に鋳物の中でも南部鉄器
で有名な岩手県の企業を選びました。
―この企業の魅力について教えてください。
阿部　鋳造で、よく分からなかったり難しかったりした事
を乗り越えた後、次に行う際の改善点を考えてそれを実
行することが楽しみです。また、やりたいことはやらせて
もらえますし、分からないことを教えてくれる先輩がいる
というのも魅力の 1つですね。
―現在の仕事はどのような内容ですか？
阿部　現場で製造をしながら鋳物について学んでいま
す。今は造型の上型と下型を合わせる作業を行ってい

て、二か月前にはその型に砂を込める作業もやっていま
した。作業は別々の人がやっているので、次の人が楽に
作業できるように考えながら行っています。
―仕事の醍醐味を教えてください。
阿部　自分が携わったものが、製品として形としてでき
ると喜びを感じますし、自分の造った型がちゃんと仕上
がっていると安心します。造った次の日に分かるので、
その日一日は不安ですが、次の日の朝に結果が書いてあ
る黒板を見たときに、一喜一憂しています。その分喜び
は大きいです。
―これからの目標は何ですか？
阿部　まず、鋳物についてもっと深く知りたいです。より
良い製品を造っていけるようになり、将来は鋳物マイス
ターになりたいと思っています。

学生記者の

社員インタビ
ュー

自分が何をやりたいか明確化することが大事です。それをし
ないで、入社してから思っていた仕事と違うなと感じるのが
一番もったいないと思います。仕事の条件は一気に考えな
いで、地域とか、業界とかを一つ一つ絞っていくのがいいと
思います。そして、その中で、気になった企業の見学やイン
ターンシップに参加し、やりたことを見つけていくことをお勧
めします。

明確化することが大事。
条件を一つ一つ絞っていく。

阿部 賢二
あべ　けんじ
宮城県出身。　秋田大学卒。　入
社２年目。　鋳物事業部製造課技
術開発係主任。
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代 表 者 か ら の メッセ ー ジ

事 業 内 容 １．鋳造品の製造・販売、鉄器の製
造・販売
２．機械装置などの設計・製作・保
守、ロボットシステム事業

資 本 金  8,000万円
従 業 員 数 65名(女性14名）
平 均 年 齢 41歳
設 立 1949年6月
売 上 高 1,501百万円
初 任 給

（住宅手当含む）
202,000円（大卒）
182,000円（短大卒）
182,000円（専門学校卒）
172,000円（高卒）

福 利 厚 生 健康保険、厚生年金、労災保険、
雇用保険、住宅手当、体育館、売
店、食堂、休憩室、浴室（24時間
入浴可）、予防接種助成金、資格
取得費用全額負担、資格手当

休 日・休 暇 年間休日100日　会社カレンダー
による
その他休暇（慶弔休暇、バース
デー休暇）

［本社所在地］〒024-0334 岩手県北上市和賀町藤根18地割14番地
 ☎0197-73-5121

最近の若者採用者数（概ね30歳未満）

27年度 4名 28年度 0名 29年度 4名

最近の離職者数（概ね30歳未満）

27年度 2名 28年度 1名 29年度 1名

❖経営理念
地域に貢献できる会社を目指して

ものづくりを通じて地域に貢献できる会社を目指しています。当

社の業務内容は、金属やロボット関連をベースに、専門的な知

識や高度な技術が必要とされます。そこで、人材教育には力を入

れています。資格取得の支援や資格手当の充実などサポート体

制の強化を行い、個々のスキルを存分に活かせる環境を整え、

業績向上を目指し、従業員とその家族の暮らしを守り、地域経済

の活性化にも寄与したいと考えています。

❖経営戦略
若手を活かした機動力ある営業を展開

新規顧客の獲得を目的とした専従の営業部隊があります。現場

経験で知識を培った社員が配属され、営業エリアは近畿圏にま

で及んでいます。若手社員が意欲的に働き、活躍できる環境を整

えながら、機動力のある営業活動を展開しています。

❖将来ビジョン
新しいことに挑戦し、事業拡大

地元企業として、ものづくりを続けていくために、BtoBから

BtoCへと事業拡大。新事業として鉄器部門を立ち上げ、鉄のイ

メージを覆す軽くてサビない製品の開発に成功しました。今後

は、海外展開を目指した商品を開発・販売し、新たなブランドを

岩手から立ち上げることを目指しています。また、北東北初のロ

ボットシステムインテグレータとして、スマート工場の設計・製

作・保守まで一貫して行う企業を目指します。

当社の鉄器は、数年前は夢物語でした
が、現在は自社ブランドとして具現化さ
れ前に進んでいます。このように、ものづく
りの醍醐味は無から有をつくり出すこと
にあります。既存の技術を発展させたり、
別の角度から掘り下げたりしながら成果
を生むのは面白いものです。どうしても大
手企業志向が強いと思いますが、地場の
中小企業の中にも面白い企業がたくさん
あります。積極的にインターンシップをし、
自分で「面白い」と感じる企業を探してみ
てください。

代表取締役社長

佐藤 満義

岩手製鉄株式会社の キラリ ここが強い！
■各種金属素材製品の製造から加工、組立まで行い商品化した

ものを、納品しております。
■北東北初のロボットシステムインテグレータとして、スマート工

場の設計、製作、保守を行っています。
■鉄器は、若手社員が中心となり、企画・商品開発を行っています。

製品の検査も重要な業務 ロボット関連装置の製作工場

一つ一つ心をこめて加工作業

Company DATA
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